
24.10.5 第6回議会基本条例策定特別委員会

検討事項

「考え方」
前回提示内容

区分
条例案
掲載

考え方に対する意見等
条例案
掲載

考え方に対する意見等

真政会 ○

①運用は十分検討して実施すべき。
②会派や議員個人の報告ではなく、議会として決定したことを報告す
ること。
③市民等の参加による意見の聴取の場を設けること。

×
△

①議会報告会の中で意見を聴取できるので、独自の開催は今後の検討
課題とし、テーマを決めて意見聴取する場を設けることができること
とする。

みらい福島 ○ － ○ －

市民２１ ○

①審査経過や結果を議会として報告するものと認識しているので、意
見開陳を含めずに実施することを前提として賛成。
②意見開陳せずに報告する方法やルールの検討が必要。
③実施頻度や地区割など物理的な実施の可否や現実的な開催方法、内
容の充実をどのように図るか検討が必要。

　 △

※現状で
判断しか
ねる

①必要性、趣旨については賛同できる。
②しかし、意見聴取は問題ないと考えるが、意見交換会については、
あくまで議会として開催するからには私的意見ではなく、議会として
の発言が求められると認識する。出席議員が個人ではなく議会として
の意見交換・発言をどのように行うか疑問が残る。出席議員の私的な
意見・発言をどのように扱うか、ルールを定めるにしてもイメージが
できない。

公明党 ○ － ○
　意見交換者の選定や議会側の対応者、開催に当たっての広報と課題
があるが、先ずは開催する方向で検討する。

日本共産党 ○ 　異議なし ○ 　異議なし

社民党・護憲連合 ×

　福島市議会が発行している「ふくしま市議会だより（第168号まで発
行）」、各会派が発行している「議会報告（会派は、議会だより
NO.125号まで発行）」、各議員や各会派や「議案説明会・議会報告
会」、また、市政県政語る会等を実施しているので、あえて、議会と
して、独自に議会報告会は必要ないと判断した。

× 　議会報告会の実施と同様の見解である。

※注）【条例案掲載】欄　○：盛込むべき、×：盛込まない

議会基本条例策定特別委員会（第５回検討事項）会派検討内容

　議会は、市民との信頼関係を確保するため、市民への説明責任を果たし、議会活動や
市政に関する情報を市民と共有しなければならない。
　そのため、議会は、自らが地域に出向き、直接市民に対し、議会で行われた議案等の審
査における議論の経過や審査結果等の内容について報告する議会報告会を開催する。

　議会は、市民との連携を推進し、市政の諸課題に柔軟に対処するため、市民参加や市
民の意見を市政に反映させる機会を確保しなければならない。
　そのため、議会は、市民との意見交換や意見聴取の場を多様に設ける。

議会報告会の実施 市民等の参加による意見交換会開催

資料２－２ 


